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    腸内環境の個人差を勘案したテーラーメードな機能性食品 

イソフラボン代謝の個人差を明らかにし、それに合わせた新食品を提供する技術 

技術分野分類  ７１０５：食品科学 

技術キーワード  3：食品機能 

産 業 分 類  E-09：食料品製造業 
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概  要 

尿等の生体成分を用い、腸内細菌によるイソフラボン代謝特性の個人差を安

価・簡便に検査し、期待される栄養機能の低い消費者には、発酵生産した高機

能なイソフラボン（エクオール）を提供する技術を開発した。（図参照） 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

過剰な摂取による健康影響が懸念されているイソフラボンであるが、高い３

次栄養機能が期待されることから、適切な活用が望まれる。本技術はこれまで

勘案されてこなかった腸内フローラによるイソフラボン代謝の個人差を明ら

かにし、より有効なイソフラボンの摂取を提案するものである。 

本技術の 

有用性 

本技術の発展により、イソフラボン摂取に対する的確な栄養機能の知見が得

られることで、テーラーメード機能性食品としての新産業を創生するのみなら

ず、ダイズを主とした日本食の有用性を再認識し、より高度な食生活を提案す

ることによるセルフメディケーションの推進が期待される。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

適用可能製品 

イソフラボン代謝特性の個人差を、尿等の生体成分により安価・簡便に判定す

るツールを提供、および発酵生産によりエクオールを新食品素材として提供す

ることが可能となる。 
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■知 的 財 産  特許第 4748644 エクオールの検査方法及びエクオール産生菌の検査方法 

特開 2010-187647 ダイゼイン代謝物産生菌含有組成物及びダイゼイン代謝物の製造方法 

■試作品状況 

ダイゼイン 

（イソフラボンの一種） 

エクオール 

（元の約 100倍の生理活性） 

腸内細菌に
よる代謝 

図 高機能イソフラボン（エクオール）および本技術シーズの概略 

 エクオール代謝タイプは 
日本人の約 50% 

 
エクオールは更年期障害、
骨粗しょう症、前立腺がん
等の予防効果が高いと報告
されている。 

本技術のポイント 

・薄層クロマトグラフを原
理としたエクオール代
謝タイプ検出法を開発。 

（別件ではイムノクロマトの開

発も） 
 

・発酵に用いるエクオール
代謝細菌の選抜に成功。 
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